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中海については農水省による干拓1知K化事

業がすすみ,それか試行されようとする段階

にいたって,水質のイ呆全・汚濁,広くは環境

保全の問題をめぐって,さまざまな意見が出

されている測犬にある.しかしなか'ら,議論

の出発点となるべき「中海の現N犬をどうとら

えるか」という点では,水質以外の資料につ

いては,いちじるしく不足しているといって

よいであろう.また,淡水化という自然の改

変をおこなうにあたっては,その地域がたと

つてきた自然環境の変遷を明らかにした上で,

十分に検討することか望ましいことは論をま

たない.幸いなことに,山陰地域研究総合セ

はじめに
ンター自然環境部門においては,1985年度か

ら文部省科学研究費補助金による「中海・宍

道湖の環境変化に関する研究」(一般研究A,

課題番号60400009,代表者三梨昂)か採

択され,上記の問題点を中心に研究を行うこ

とになった.その初年度として,まず,音響

的手段によって,中海西南部の湖底地形と堆

積層について調査した.その結果,一部の水

域で,湖底1影也形力従来のデーターと変って

いること,また,これまで点としてしかわかっ

ていなかった湖底j僑責層の層序を,水平的な

ひろか'りをもって明らかにすることかできた.

本論文では,これらの結果について概報する.

次年度には,残Dの地域を調査し,あわせて

中t毎全域についての詳報をおこなう予定であ

る.

本研究は島根大学を中心におこなったもの

であるが,観測・測定機器はすべて工業技術

宛也質調査所および川崎地質株式会社戸斤有の

ものである.本判jl;i研究に参加することを許
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可されたこれらの糊剰にお礼申しあげます.

また,調都合(八束丸)の使用について便宜

をはかっていただいた民主工業造船所およぴ

井川喜代志船長にお礼申しあげます.建設省

出雲工事事矛劣所からは調査の便宜とともに中

海の検潮記録の1是f共を受けた.また,次の諸

機関には種々の便宜をはかっていただいた.

島根県農林水産部漁晦果およぴ労働部商工振

興課,中海漁拘窃同組合,八束町1影昜およひ

同町教育委員会.島根大学理学部地質学ネ斗学

生の諫炉浩二,山口健二,田中里志,西村貢

,吉田雅彦,前原和之君には調査に協力し

ていただいた.これらの諸機関およひ諸氏に

厚くぉ礼申しあげます.

中海西南部の湖際也形とナ儲責層(概報)
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もちいて水深の連続測定を行った.アトラス

デソ20型は30KHZと210KHZの2つの音波を

イ吏用しているが,210KH.反射記録を湖底面

とした.記録紙に挿入した標定線毎に,水中

での音波の伝1艇虫度を150om/秒と仮定して,

湖底面の水深を読取り,その時刻の潮位を補

正して,東京湾平均海フK準からの高度として

求めた.このようにして求めた各地点の高度

にもと、ブいて,湖底地形図(第2図)を作成

した.なお,湖面の棹町立については,中海中

央部にある建設省出雲工事事務所中海観測所

の記録から算出した.

湖底下堆積層の調査:地質調査所所有の音

波探査機ユニプーム(EG&G社製230-1型)

を使用して,連続的な音波反射記録を得た.

各反射面の湖底面からの深度を,1瞥責物中の

音波の伝1艦虫度を150om/秒と仮定して求め

た.詳細についてはⅣ章でのべる.

湖底棚也形および表層堆積物調査:地質調

査所所有のサイドスキャンソナー(EG& G

社製SMS 960型)をもちいて湖底表面の調

査をおこなった.調査地域全域にわたって良

いヨ訟示か得られた.しかしなか'ら,記録の大

部分はほほ」様な泥質ナ断責物からなると判定

される湖底面のもので,ごく一部の水域のみ

に,浚深による二次的な乱れと正体不明の小

物本の影か認められるのみであった.したか

つて,本報告では三心杢を省略する.

Π.調査方法等

調査日程:1985年11月8 ~13e q毎況によ

1),]0日およぴ12日は中止,11日およぴ13日

は半日のみ)

調査船:民主工業造船所所有の八束丸

船の位置決定:川"耐也質株式会社所有の電

波測位計トライスポンダー(デルノート社製)

を使用して"剖立を連続的に観測した.各観測

機器の記録紙には,2分毎に標定線を挿入し

た.電波測位の陸上局基準点は大根島ブd家山

山頂の二等三角点,および松江港の防波堤突

端あるいは飯梨川河口西側堤防の2点とし,

それらの位置を国土地理院作成の5000分の1

国土基本図にフ゜ロットし,座標を読取った.

調査測線: NE-SW方向に250m間隔て

予定測線をミ斐定した.船上では,上記の"剖立

測定によ1)位置を確認、し,予定測線に乗るよ

うに操船した."旭亦は第1図に示すとおりて

ある.

湖底j也形調査:地質調査所所有のアトラス

デソ20型精密水深測定機(クルップ社製)を

1986年3.月

Ⅲ.湖底辻也形

第2図に示すように,湖心部にむかって次

第に深くなる半盆状構造をなしてぃる.調査

地域内での最深音Ⅲネー6.9mである.

1962・]96笄に測量された国土地理院発行の

10,000分の1湖沼図「中海」と↓嫩してみる

と,2,3 の違いが認められる.その1つは,
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中海西南部の湖威也形ど断責層(概報)

寸→一

/ 1
●一J●

IM,'.弔
、.ー'

..」.叶」0 ト

0

くミ

'.

.'iyl {ι・ J,、・ノ,.、,'1'、"、'.・、才0・,.',

'{ず 1§1子iミゴ17・・・'11iきミ燮ミ11";でちυ:t-、
、,風.、..,^

ν、ゴ、:、ー」ー_,,ゞ...,t.1.、゛J .ーー.'
^

返

//"

b

75

JA

.

畢

(

リ才ゞ
"

オ

ノ

'

'タ

^

ー、

"、

ノ

、

゛

1986年3月

.
一

一
一
一
一
'

Ξ
0
0
0
嶋

入

、
又
ト

諾
暴

一
^
^
一

一
、
一
〆
゛
、
一
、
、
ι
髮
、

拶
§
一
一

N
゛
イ
一
、
.
4

一
見
 
1

.
一
【
剛
」
.

,
^
・
冨
・
一
一
剛
.
り
、

愉
.
〒
一
^
^
、

V
ι
.
出
,
が
{
艸
八

餐
繹
会
S
太
(
く
)
興
選
゛
、
罫
ヨ
"
戸
轡
至
図
暴

ノ

"
』

」
.
●
゛
.
ノ
運
'

;
:
一
~
ナ
 
J
.
゛
'
"

'
、
.
一
.
一
一
^
.
゛
ニ
、
・
.
一
▲
一

、
一
、
一
」
,
゛
御
、
.
ニ
,
・
、
.
、
プ

一
ゞ
"
鷺

洛
^
^
築
^
一
.
、

、
、
鳥
一
'
一
と
毛
;
一
ハ
一
:
・
、
'
^
.
叉
,
ー
"
、
,

一
与
一
』
、
十
、
:
、
゛
〆
゛
、
A
:
一
、

一
一
"

う
闇
、
t

一
.熊

、

、

ス
汽

杷
貝
郵

1
γ
1
{

ユ
ー
、
剛
「

;
.
ー

,
、
.
父
.

,
)
 
J

、
、
ゞ
.
、

ー
エ

.
、
一
ψ
ノ
一
^
、
冉
』
、

冒
.
」
:

器
一
,

、
、
.
?
 
P

"
酷
π
一
.

鯆
歎
π
一

一
'
・
以
ノ
、
.

、
ゾ
一
L
'
勧
N
・
.

、
'
、

,
ー
.

0
0
0
-

.
冒
.

、
^
や
'
'
一
^
'
^
一
ミ
^
^

杷
傑
似

翁

ノ

一
^
一
陰
^
一
^
↑
一
.
馨

・
翠
゛
織
獣
碍
^
"

一
、
、
,
、
,
;
一
'
」
、
・

1

皿
聴
K

「'
~
・

一
.
い
一
一

一
.

(
ε

.
一
、
一

0
0

、

弔
゛

0

畠
塩
熈
K

?
タ

,
一
.



大橋川の出口にあたるところから東北東に延

びるφ新散な谷地形か二忍められることである.

調査測線かこの谷の地形を解読するのに良く

ない方向に二斐定されていたので,たしかなこ

とは言えないが,谷地形の位置か」般のh舗n

の力耀各にほぽ一致しており,これは浚楪の跡

を示すものと思われる.サイドスキャンソ十一

の記録にも,浚深の跡と考えられる凹凸力信忍

められている.もう1つの述いは,大海崎か

ら大根島にかけての地形で,前出の湖沼図て

は,-6m以下の深度か記録されているが,

今回の調査では認められなかった.大海崎か

ら大根島への堤防の建造によって,かっての

北方への流れか塞き止められた結果,わずか

ではある力吐里積が起こっているものと判断さ

れる.また,揖屋干拓地の北にも半ドーム

状の軽微な高ま1)か認められる.これら以外

には,大きな違いは認められない.
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ら距離に換算した図を第5図に示す.

Y=0測線では,第4図に示すような音響

的層序区分ができる.すなわち,記録のパタ

ーンから,透明層であるA層,不規則な反射

面が多数みられるB層,大根島近くのみに見

られるキメの細かい不規則なパターンを示す

C層,およぴ,音響的基盤と考えられるD層

に区分できる.これらのうちA層とB層は,

その中にi忍められる幾つかの反射面によって,

A I~A 5層, B I~B 4層に細分される.

次にこれらの音響的に区分された各層につ

いて述べる.

A層:湖底面直下にある厚さ15m以下の層

で,ー"舶勺に透明で白くぬけている.その中

に弱い反射面がほほ平行に発達している.基

底面はゆるやかな起伏をもつなだらかな曲線

であるが,一部でV字谷状にB層を切込んて

いる.この埋積谷を埋めているA層中の弱い

反射面は谷壁にアバットしている. A層中に

は連続陛のあるやや強い反射面力清忍められる.

このうち, A 2層の反射面はやや断続的で,

凹凸か激しく,薄いA2層が切れ切れに挾ま

れているものと考之られる.

中海周辺の地質調査によると地玲),完新統

である中海層は下部から最上部まで,軟弱な

Ij引再からなっている. A層は音響的透明層て

あり中海層に対応するものと推定される.ま

た,この測線に近接したNB13地点(第1図

参照、)において,-6.2m~-10.5mに中海

層'立上音氏尼層か認められているル). A 1層

の下面は約一9mにあることから, A 1層は

中海層最上部泥層にほほ対応するものと考え

られる.

B層:ほとんどのフk域において, A層の下

位にあり,そして基盤としたD層の上位にく

る層で,反射パターンの違いからさらに4層

Ⅳ.湖底下d雌積層

ユニブームの使用によ1)湖底下のナ断責層に

ついての,良好な音波反射記録力所尋られた、.

ただし,湖の一部では散乱層が現れ,良好な

記録は得られなかった.散乱層は,第3図

(A)のように, A層の中ごろに現れ,それ

以深の反射記録は得られない.第3図に散乱

層の分布域を示す.

音響反射記録の全イ本については別途報告の

予定である.ここでは,最も代表的な航跡

(Y=0卸帰勢について説明する.反射記録

とそれにもとづいて描いた主要な反射層を第

4図に示す.また,水位と水深の資料から反

射層の深度を標高に換算し,横軸を航跡図か

* これは日本各地にある水深の↓嫩的浅い海跡湖

においては,初めての良い記録である.
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に分けられる. が水中で1餅責した火山灰質な砂層である.ま

B1層は, A層の直下にくる層で,濃い不 た,弓ケ浜層上音瞬尼層には2層の火山灰薄層

規則な反射面が多数見られる. A層下底の埋 力斗夾まれている吟幻田.

積谷に削り込まれていないところでは, B層 反射記録のパターンと層序から考えると,

の上面は緩い起状をもったなだらかな曲線を 濃い不規則な反射面が多数見られるB1層は

呈している. A層におおわれた埋没段丘と考 主に礫まじ妬少層からなる安来層上部火山灰

えられる. B2層は,凹凸のはげしい平行線 層に,音響的に透明なB3層は弓ケ浜層上部

の繰り返しとして表現されている.下位に向 tj己1脅に, B 3層の下位にくるB 4層は弓ケ浜

つて,徐々に反射面の濃度が減じている.平 層下音廓少礫層に対応すると推定される.この

行線のはっきりとしたB2層と,平行線か弱 卸絲泉ではB 2層とC層の関係力吻羣りにくいが,

く,白くヌケているB 3層に区別される. B 隣の測線(Y=250)では, B 1層と B 2層か

4層は,基盤の谷部にみられ,弱いやや不規 C層をおおっている.大根島では,風成の上

則な反射面か認められる. 乃木軽石層が大根島玄武岩を整合的におぉっ

中海湖底下において,これまでに知られて ている4.このことと,上記のような対応関

いるおもな更新統は,安来層と弓ケ浜層であ 係から, B2層は安来層中部泥炭層および下

る.安来層は上部火山灰層・中部泥炭層およ 部火山灰層に対応するものと推定される.

ぴ下部火山灰層に3分され,弓ケ浜層は上部 C層:反射記録の彰揣部の大根島付近にの

泥層と下音陌少礫層に分けられている.安来層 みみられる.反射のパターンとしては,キメ

上部火山灰層は火山灰質の礫まヒリ砂層であ の細かい不規則なキ財隶で示される.大根島付

り,下部火山灰層は大山起源の上乃木軽石層 近の地質4からみて,大根島玄武岩の彩肯を

第1表中海西南部地域の音響的層序区分と本地域周辺の地質層序区分との対応

三梨・1妾藤・鈴木・大西・高安・武田・徳岡・山内・安問・浅野'・金井・井内・フk野

音郷的層序区分

AI

A2

層

A3

層

A4

層

音響記録の特徴

A5

層

BI

層

B2

透明で白くヌケる

層

層

B3

層厚(m)

濃い不規則な反射面

B4

C層

層

DI

層

濃い平行な曲線

4.2

細かい不規則な模様

層

0.5

?・

透明で白くヌケる

4.5

周辺地域の地質区分

層D2

中海層最上部(N゛m)

弱くやや不規則

4.5

(?)

縞状の層状構造

6.5

中海層上部(N田・中部

(Nm)および下部(ND ?

フ.5

一面の濃い反射面

8.5

安来層上部火山灰層(Y即)

]1.0

安来層中部泥炭層
~下部火山灰層

時代区分

3.0

大根島玄武岩(DB)

弓ケ浜層上部泥層(Ymw

弓ケ浜層下音陌少礫層(YmD

完新世

基松江層~布志名層
?

岩、一布志名層およひ
より古期の新第三紀層

(Y三m)
(Ygl)
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更新世
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示すものと考之られる.

D層:本地域の湖底反射層の音響的基盤を

なしている.反射のパターンの違いから, D

層はさらに2つにわけられる. D 1層は縞状

の層状構造をなすことから,松江層あるいは

布志名層の砂岩・泥岩互層(一部に硯端を伴

う)であると推定される.大海崎の周辺地域

には,松江層か露出しているので,それらの

延長部が伏在していると考えられる. D2層

は一面に濃い反射を示すことから,塊状の岩

石からなると推定される.布志名層あるいは

より古期の新第三ホ媚に相当するものであろ

う. D 1層とD2層の関係については明らか

ではない.

上記のことから,中海西南部地域の音響的

層序区分と本地域周辺の地質層序区分との対

中海西南部の湖底地形とナ僑責層(概報)

応は,第1表のようにまとめられる.

1)水野篤行・大ψ.鳥和雄・中尾1正三・野口寧
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